
長寿命化の効果的な実施 予防保全による建物維持管理社会教育施設の適正配置

協力
連携

日野市社会教育施設（一部）個別施設計画

３ 社会教育施設を取り巻く現状

位置づけ

１ 計画の背景・目的等

日野市公共施設等総合管理計画を上位計画とし、日野
市立図書館基本計画や日野市公民館基本構想・基本計
画との整合を図ります。

計画期間

令和６（２０２４）年度～令和３４（２０５２）年度： ２９年間
※10年ごとに見直しを行います。

対象施設

図書館：７施設
中央図書館 高幡図書館 日野図書館 多摩平図書館
平山図書館 市政図書室 百草図書館

公民館：２施設
中央公民館 中央公民館高幡台分室

老朽化した建物や設備の改修、建替えが集中的に発生
することで、市の財政の負担となることが懸念され、少子
高齢化や人口減少などにより、公共施設の利用需要が変
化していくことも予想されます。
本計画は、日野市公共施設等総合管理計画や本市の
図書館・公民館の求められている姿を踏まえ、施設の現
状・課題の整理により、施設のあり方検討を行い、今後の
改修・更新等費用の縮減および平準化を実現する施設整
備の具体的方針・計画を示すことを目的とします。

単独での建て替えは行わず、複
合化や共用化等により施設更新
を検討します。
本計画の対象施設の性質上、
全世代の多様な利用者が見られ
るほか、市全体の高齢化率の上
昇推計を踏まえ、各地域の鉄道
駅を中心に交通利便性の高い施
設配置を実現します。

市民・利用者の安全性確保を最優先事項とするとともに、効果的な施設整備への投資の観点から、今後も長期的な
利用を目指す施設建物への対策を優先して実施します。

人口構成バランスの悪化
・総人口の減少や地域別分布の変化
・少子高齢化の進行

建物の老朽化の進行
・7割近くの建物が築30年以上を経過
・法定点検において建物・設備に多数の指摘あり

施設維持管理・更新に係る費用の増加
・光熱水費の高騰や修繕費の増加
・今後３０年間で約42.9億円が必要となる見込み

住民ニーズへの対応
（図書館）
・蔵書の増加や滞在型機能の要望が多い
（公民館）
・分室の利用者数の減少
・貸室機能や講座充実のニーズが高い

現状

・施設再編等による利用効率向上の検討
・必要な建物性能を満たす改修・更新の実施

・老朽化施設のあり方検討と更新等計画の策定
・劣化調査結果に基づく修繕等の実施

・改修等による建物効率向上と経常経費の低減
・更新等の財源確保と保有総量の見極め

・利用者ニーズに応じたリニューアルやバリアフリー化
等による快適な利用環境の実現
・類似施設を含めたサービス供給量の精査と新たな
サービス提供のあり方検討
・学校施設や他の社会教育施設等との複合化や多機
能集約化の検討

課題

概要版

２ 対象施設の求められている姿

対策の優先順位の考え方

第２判定： 耐震状況・劣化状況に基づく長寿命化判定

第１判定： 利用・コストのデータから施設機能面について定量的評価

【利用度】
各施設の利用データを
同類型の偏差値で評価

【コスト】
各施設のコスト状況を
全体の偏差値で評価

「①現状継続・②利用状況改善・③コスト改善・④施設状況改善」の４種類の判定結果に整理

再配置方針： 複合化等の再配置可能性の整理

27モデル地区内の施設や上位関連計画での施設方向性を考慮

判定

総合判定：施設評価の結果に加え、その他の指標を考慮して、対策内容を判定

▶現状継続する ：立地・規模は現状どおり………………長寿命化、建替え
▶見直し検討対象 ⇒機能の見直し：機能を改善する…… 機能改善

⇒立地の見直し：施設を複合化する… 複合化、転用、除却
⇒規模の見直し：縮小する…………… 規模縮小、一部転用

【劣化状況】
法定点検結果等

大規模改修実施履歴

【耐震状況】
耐震基準

耐震補強（耐震性）の有無

「長寿命化検討、長寿命化困難」の２つの判定結果に整理

判定

施設評価

各施設の機能面および建物面からの下図のフローで施設評価を行い、個別施設ごとの対策内容を整理します。

公民館
現代の人々が生活を送る上では、一人一人の「存在とし
ての豊かさ」が問われており、市民の存在としての豊かさ
につながる学びの場であることが求められています。

図書館
「いつでも、どこでも、誰にでも、なんでも」貸出し、市内全
域において、すべての市民に開かれた、まちの情報拠点とし
ての運営が求められています。

その１ 施設評価

その２ 対策内容

４ 社会教育施設整備の基本方針

図書館：市内全域にサービス展開

図書行政の中心拠点中央館

■分館の運営を支える

・充実した蔵書

・資料の保存

地域に根差した拠点分館

■地域の問題解決を図る

•基幹的な役割を持つ分館
・地域の特長を活かした蔵書構成

・地域情報の収集と発信等
•サービス展開に必要な機能を持つ分館

公民館：市内全域での学びの展開

中央公民館

「暮らしと地域を豊かにする学びの循環づくり」

学びがうまれ、他者とつながる環境として整備

市民が自ら学びを循環

・市内全域の既存施設を利活用

図書館・公民館の目指すべき姿： 「学びの循環」を実現することで持続可能な地域づくりに寄与１ ２ ３

中長期的な施設維持管理・更新
等に係るトータルコストの縮減・予
算の平準化を実現するため、建
物をできるだけ長く使い続けるこ
とを基本とします。ただし、安易な
長寿命化は将来への負担先送り
となるため、長寿命化改修の実施
対象については、公共施設等総
合管理計画における実施方針に
基づき、建物の耐震状況や劣化
状況から判定を行います。

老朽化による大規模な不具合
が生じた後の「事後保全」だけで
なく、損傷が軽微である段階から
予防的に修繕等を実施すること
で機能・性能の保持・回復を図る
「予防保全」を導入し、建物を長
期的に使用できるように管理しま
す。



更新 改修

施設名称 再配置可能性 第１判定 第２判定 総合判定 今後の方向性

中央図書館 × コスト改善 長寿命化検討 長寿命化 利用ニーズに応じた改修により、築80年までの利活用を目指します

高幡図書館 〇 利用状況改善 長寿命化困難 複合化
建物を安全安心に利用できる管理を行いつつ、今後20年程度を建物の使用
目途に施設更新を目指します（現建物の使用期間は、定期的に検証）
高幡不動駅周辺地区の公共施設との複合化にて更新を目指します

日野図書館 〇 現状継続 長寿命化困難 複合化
今後５年から10年を建物使用目途に施設の更新を目指します
日野本町周辺地区の公共施設との複合化にて更新を目指します

多摩平図書館 × 現状継続 ー ー
利用者ニーズを踏まえたサービスを継続しつつ、さらなる利便性の向上を目
指します

平山図書館
（平山季重ふれあい館）

× 利用状況改善 長寿命化検討 長寿命化
計画的な保全の実施により、築80年までの利活用を目指します
改修・更新の際は、多世代への快適な滞在空間提供に留意します
分館としてはサービス展開に必要な機能をもって、その役割を果たします

市政図書室 〇 利用状況改善 ー ー
レファレンスサービスを中心に行政資料室としての特性を活かし情報提供の
役割を継続します

百草図書館 〇 施設状況改善 ー ー
地域住民が集い、かつ地域に必要とされる、柔軟な施設の姿を目指します
分館としてはサービス展開に必要な機能をもって、その役割を果たします

中央公民館 〇 施設状況改善 長寿命化困難 複合化
今後５年から10年を建物使用目途に施設の更新を目指します
日野本町周辺地区の公共施設との複合化にて更新を目指し、幅広い利用者
層の確保と施設稼働率の向上を目指します

中央公民館高幡台分室 × 利用状況改善 ー ー 単独専有スぺースを保有しない多機能集約化による更新を検討します

棟名称 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R１２ R１３ R１４ R１５ R１６-25 R26-３４

中央図書館
屋/外/
内/機

（長寿命化） 長寿命化 (機)/機
(更新)/
更新

4.4 35.7 79.4 79.4 79.4 114.3 555.6

高幡図書館
(更新)/
複合化

505.１

日野図書館 (更新) 複合化 (外)/外
（外/屋/機）

/外
20.5 68.3 68.3 32.2 36.2

平山季重
ふれあい館

屋/外/
内/機

（電/機）
/電/機

(屋/外/内)
/屋/外/内

5.0 220.6 629.5

中央公民館 外/内 （更新） 複合化 (屋/電)

1.7 34.1 113.8 113.8 7.0

合計 0.0 11.1 0.0 54.6 182.1 182.1 35.7 79.4 79.4 79.4 872.2 1,228.3

施設維持管理の情報基盤となる施設カルテの有効活用に加え、法定点検結果の
データ集約や公有財産台帳、公会計固定資産台帳の活用により、さらなる施設管
理および資産管理の効率向上を目指します。

教育委員会、企画部署、財政部署による横断的なマネジメント体制を構築し、定
期的な情報共有を行います。
個別施設の方向性検討に際しては、各施設の利用者・団体や地域住民等との合
意形成を図りつつ、計画を推進します。

本計画の基本方針および施設評価結果から整理した、施設ごとの対策内容およびその実施時期は以下のとおりです。

個別施設の方向性や法定点検結果を反映した場合、今後
５０年間の改修・更新等費用の総額は約５９．６億円（年平均
約１．２億円）という推計結果となりました（今後実施予定の劣
化調査結果に応じた緊急修繕費用を除く）。これは、直近５
年間の実績の年平均約0.6億円の約2.00倍に相当します。

発行年月／令和6年３月
発 行／日野市教育委員会
編 集／日野市立図書館・日野市中央公民館
〒191-8686
東京都日野市神明１丁目１２番地の１
TEL 042-586-0584
FAX 042-586-0579

対象施設の判定結果と今後の方向性は以下のとおりです。

5 施設整備の実施計画

対策後のコスト見通し

対策内容のロードマップ

6 個別施設計画の継続的運用方針

情報基盤の整備と活用

推進体制の構築

縮充の考え方や民間活力を有効に取り入れたマネジメントを行い、１０年ごとの
計画の見直しにあたっては、個別の推定事業費の精査、財源確保、ランニングコス
トの縮減を図ります。また、点検・診断・措置・記録からなるメンテナンスサイクルを
併せて実践し、効率的かつ効果的な施設整備を進めていきます。

計画のフォローアップ

今後の課題

今後の社会教育施設を取り巻く状況の変化等を踏まえ、定
期的な方向性の検証が必要です。また民間と連携して施設
の維持管理を行っていく方策の検討も必要です。
建物の改修・更新の際には、長期的視点をもって、省エネル
ギー化等により、光熱費等の経常経費の低減を図る必要が
あります。

（下段の数値は対策費用見込み／単位： 百万円）

※屋：屋根屋上、外：外壁、内：内部仕上、電：電気設備、機：機械設備、（ ）は設計
※工事費を除く経常経費（光熱水費、修繕料等）は含みません。
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維持管理費用 改修費用 更新費用 累計費用

当初5年間

約4.4億円

31~35年目

約2.9億円

26~30年目

約12.5億円

21～25年目

約8.5億円

16~20年目

約7.6億円

11～15年目

約5.1億円

6～10年目

約6.6億円

46~50年目

約2.8億円

41~45年目

約4.0億円

36~40年目

約5.2億円

累計：約59.6億円

今後50年間の改修・更新等費用

年平均 約1.2億円

（50年間 合計 約59.6億円）

直近５年間の

改修・更新等費用

年平均約 0.6 億円

約2.00倍

今後30年間の改修・更新等費用 約44.7億円

個別施設計画

点検

定期点検

日常点検

改修・修繕

改修工事

計画・経常修繕

点検による修繕

公共施設カルテ
(情報の一元管理)

更新

反映

実施計画(各年度)

即す 調整

実施 実施

維持管理

更新

反映
フィード
バック

公有財産台帳 公会計固定資産台帳
施設・資産管理

法定点検

マネジ
メント
サイクル

計画

実行

評価

改善
メンテ
ナンス
サイクル

記録

点検

診断

措置

修繕

改修

施設更新

民間活力導入

個別施設計画に基づく事業マネジメント
社会状況等を踏まえた事業内容の見直し

現場での日常的な点検および維持管理
施設モニタリング情報の一元的な管理・蓄積

計画フォロー

実施内容調整


